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micro:bitは、縦４ｃｍ、横５ｃｍの小さなボー
ドですが、25個のＬＥＤ、三軸加速度センサーや
地磁気センサー、重力センサー、光センサー等も
搭載している優れものです。

安価で購入できるので、数を揃えるのが比較的
容易にできます。

①児童は、micro:bitを手に取り、触ったり振っ
たりしながら、micro:bitについて気づいたこ
とや聞きたいことを自由に発表しました。児
童は様々な気づきを発表しました。

②次に、教師がつくったジャンケンゲームを楽
しんでもらい、これから行うプログラミング
に対する興味を高めました。

１ micro:bitを活用したプログラミング教育

⑦友達の発表を「自分と
違う所」、「いいなあ
と思う所」を見つける
という視点で聞くこと
で他人のプログラムの
良さに気づくことがで
きました。また、児童
一人一人の自由な発想
の中から、様々な気づ
きが生まれ、学習や生
活に結び付けることが
できました。

④⑤⑥慣れたら実際にプログラムを作り、できたプログラム
を動かしながら、より良いプログラムに変えていきまし
た。LEDの位置を考え、文字が流れているように見え
るプログラムや音を鳴らしながら光らせるプログラムを
作り出すこともできました。

③ジャンケンゲー
ムのプログラム
を想像したあと
実際のプログラ
ムを見て、自由
にプログラムの
一部を変える時
間をもちました。



２ 理科におけるプログラミング教育

使用した教材は「押しボタン式信号
機」型のプログラミングキットです。

光センサーや音センサーに加え、
タッチセンサーがあり、押しボタン式
信号機や音付き信号機などを作ること
ができます。

①私たちが電気製品を使うとき、発
電、蓄電、変換の過程で何が行わ
れているのだろうかという疑問が
挙がり、それはプログラミングで
はないかという『気づき』が生ま
れました。そこで、発電、蓄電、
プログラミング、変換の全てを学
ぶことで私たちと電気とのかかわ
りがさらに見えてくるのではない
かと考えました。

【45分間の流れ】
①前時の予想をもとにプログラミング(１３分
間)を行う。

②プログラムが完成したら予想どおり動くの
か確認し、修正を繰り返し完成に近づける。

③クラス全体で、結果を共有する。
④プログラミングを行って、気づいたことや
予想と異なっていたことを発表する。

⑤実験結果から、信号機のプログラミングが
うまくいくための方法を考察する。

⑥「私たちが生活の中で、ためた電気を便利
に利用している」ことを話し合いの中で気
づかせる。

②２人に１台の信号機キットとタブ
レットＰＣを配布し、押しボタン
式信号機のプログラムを考えまし
た。４５分間の授業でプログラミ
ングを行う時間は１３分間とし、
考察、まとめを考える時間を充実
させ、理科の授業として扱えるよ
うにしました。

児童の考察には「正確に、細かくプログラム
を組まなければ、思い通りに動かない」､｢使い
手のことを考えてプログラミングすることで快
適な生活を送ることができる」､｢私たちは使う
目的に合わせてプログラミングをしている」な
どの意見がありました。

児童が書いた振り返りシートから、ためた電
気が身近な生活に使われていることや、それが
プログラミングによって便利に活用されている
ことに気づいたことがうかがえました。


